





























研 究 課 題 諸外国における仏教研究の動向の把握と資料の収集・整理・公開
研究代表者 井上　尚実
研　究　員 井上　尚実（短期大学部教授・真宗学）
 Robert F. Rhodes（教授・仏教学）
 新田　智通（講師・仏教学）




 James C. Dobbins（オバーリン大学教授）





 Thomas P. Kasulis（オハイオ大学名誉教授）
 羽田　信生（毎田周一センター所長）
 阿満　道尋（モンタナ大学准教授）
















  GENGZANG QIEZHU（博士後期課程第３学年）
ベトナム仏教研究
























































































研 究 課 題  ハンス・リップス解釈学におけるパトスを基盤とした知識教授理
論の研究
研究代表者 田中　潤一（准教授・教育学・教育哲学）
研 究 課 題 変動期アフリカ系社会におけるメディアリテラシーと公共圏の展望
研究代表者 田中　正隆（准教授・社会学）
研 究 課 題 前近代中国黄河中流域における水利権と水利組織
研究代表者 井黒　　忍（准教授・東洋史学）
研 究 課 題 口承と文献学の融合に基づくチベット後期中観思想研究
研究代表者 西沢　史仁（特別研究員）
研 究 課 題 北朝鮮の音楽政策に関する研究
研究代表者 森　　類臣（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題  再犯リスク低減と更生の基盤づくりを目指したピアサポート活動
の試行的実践とその評価
研究代表者 脇中　　洋（教授・発達心理学・法心理学）
研 究 課 題 『苔の衣』諸伝本の本文研究及び校本作成
研究代表者 関本　真乃（本学非常勤講師・特別研究員）
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研 究 課 題  現存大蔵経諸本をもちいた〈阿闍世王経〉漢訳諸本に関する文献学
的研究
研究代表者 宮崎　展昌（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題  ジャイナ教の死生観に関する基礎的研究—断食死儀礼の規定を中
心として
研究代表者 堀田　和義（本学非常勤講師・特別研究員）
研 究 課 題 東南アジアサッカー市場における移民選手の戦略とネットワーク
研究代表者 阿部　利洋（教授・社会学）
研 究 課 題 小規模小学校で活用できる体育教材の開発
研究代表者 高瀬　淳也（准教授・体育科教育学）
研 究 課 題 インド・チベット論理学相互理解のための基礎資料の構築
研究代表者 福田　洋一（教授・仏教学）
研 究 課 題 世親作『釈軌論』の総合的研究
研究代表者 上野　牧生（短期大学部講師・仏教学）
研 究 課 題  「黒ノート」に依拠したハイデッガーのナチズム問題の再検討—メ
タポリティークを軸に
研究代表者 田鍋　良臣（本学非常勤講師・特別研究員）
研 究 課 題 19世紀フランス詩における宗教的混淆—教育から文学創造へ—
研究代表者 塚島　真実（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題 東南アジア大陸部で発展した積徳行文献の体系解明
研究代表者 清水　洋平（本学非常勤講師・特別研究員）
研 究 課 題 『甚深伝』校訂と解析によるミラレーパの仏教思想の解明
研究代表者 渡邊　温子（本学非常勤講師・特別研究員）




研 究 課 題 省察的実践者としての福祉専門職像の再構築に関する臨床研究
研究代表者 大原　ゆい（講師・社会学）

































































Others’ in Modern Shin Buddhist Doctrinal Studies of the Ōtani-ha）
川口淳（本学助教、真宗学）「清沢満之の『臘扇記』における「如意・不如
意」の思想の一考察」（A Study of “In Our Power, not in Our Power” Thought 
in Kiyozawa Manshi’s Diary Rōsenki）
東真行（本学助教、真宗学）「金子大栄の思想における利他—彼の浄土観と
教団観」（Benefit for Others in Kaneko Daiei’s Thought: His View of the 
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Pure Land and the Religious Organization）
ジェフ・シュローダ（オレゴン大学講師）「この人を見よ—曽我量深と戦後
の仏教改革」（Behold the Man: Soga Ryōjin and Postwar Buddhist Reform）
井上尚実「どうして往生が現在の生に起こらなければならないか—曽我量深
の利他理解」（Why Should ‘Birth in the Pure Land’ Take Place in the Present 







Nova de Lisboaで開催された第15回ヨーロッパ日本研究協会国際会議（European 




元 の 時 間 的 解 釈」“Thought-Moment and Historical Moment: Tanabe 
Hajime’s Temporal Reading of the Pure Land Imaginary”
　②　 マイケル・コンウェイ「時間の流れを逆さまに—曽我量深の捉えた信の一
念における歴史性と可能性」“Inverting the Flow of Time: Soga Ryōjin’s 




Buddhism in the Nara Schools」という国際ワークショップにて、ロバート・ロ
ーズ研究員が「『往生拾因』における永観の念仏解釈」（“Yōkan’s Interpretation 





















　講師： ジョン・ロブレグリオ氏 John Lobreglio （The Eastern Buddhist 誌　
編集者）
　講題： 「大正時代の日本仏教者の英米の人種差別に対する反応」（“Taishō-
period Japanese Buddhist Reactions to Anglo-American Racism”）
（2）2018年１月12日㈮16：30～18：00
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授のPham Thi Thu Giang氏と協力関係を構築することができた。氏は日本に留
学し日本仏教の分野で博士の学位を取得した現代ベトナムを代表する若手の俊
秀である。『日本仏教概説』の日本語原稿はほぼ完成しており、あとは細部の調
整を残すのみである。同氏の協力によって当該研究課題は次年度以降飛躍的に進
展すると思われる。
３．現地フィールドワーク
　本年度は現地フィールドワークを２回実施した。具体的な内容に関しては、
『研究所報』No. 71（27頁～）、No. 72（26頁～）で既に報告しているので省略する。
４．ベトナム仏教関係資料の解読研究を実施
　５月以来ほぼ毎月二回のペースで研究会を実施した。当該文献は『禅苑集英』
と称し、ベトナム北部地域の禅宗の伝統を伝えるものである。現存するテキスト
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の成立年代は比較的新しいが、成立年代が分かっている他の文献が本書を引用す
ることなどにより、本書が古い時代のベトナム仏教の様子を伝えるものであるこ
とが確認できた。今後も鋭意解読を進めて、終了次第出版したい。
５．現地における「日本語・日本研究、東アジア・仏教研究」の現状把握
　今回実施したベトナム中部フエにおけるフィールドワークで、新たにフエ報国
寺の釈福田（Tran Quoc Phuong）氏と出会うことができた。氏は、日本に留学
し中国の天台思想の研究によって博士の学位を取得した学僧である。氏とも研究
交流の確認ができたので次年度以降の諸課題の進展に協力していただけると確
信している。
６．ベトナム関係文献資料の収集
　新たにベトナム民俗信仰や地誌に関するもの数点を収集したが、詳細に渡るの
でこの点は割愛する。
東京分室指定研究
　本研究は、宗教において語られる言葉が現実に生きるわれわれにとってどのよ
うな働きをもたらすかを、多様な観点から明らかにしようとするものである。以
下に、本年度の主な活動を記す。
１．共同研究発表
　各研究員が自らの研究課題を宗教的言語という観点から発表し、それを他の分
野の視点から議論・批判するというゼミナール形式の研究会を22回ほど行った。
その際、発表者には他分野の者にも理解可能な説明をすることが要求された。
２．各研究員の活動
•松澤研究員
　マイスター・エックハルトのドイツ語説教における言説をラテン語著作にお
ける言説と比較しながら、ドイツ語説教における「言葉」の特性について研究を
進めている。今年度はエックハルトの「人間神化」という事柄を中心に考察した。
•田崎研究員
　聖書の翻訳に伴う現地語語彙とのずれや解釈の齟齬によって生じる問題やロ
ーカル社会の再編について、関連する先行研究を整理・検討した。夏期には、タ
イのカレン社会におけるキリスト教への改宗や聖書の翻訳がもたらす日常生活
への影響について調査した。
•藤原研究員
　2017年度の活動の一つとして高野山への出張を行った。その目的は、１）高野
山大学が所蔵する仏教典籍の閲覧、２）高野山という場での法然や親鸞に関わる
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遺跡の実地調査、であった。それらは、過去の仏教者が仏教の言葉をいかに書き
留めようとしたかの努力の跡であり、かつ受け止められた仏教の時代・文化の中
での表象である。そのような個々の営為を通して、宗教と人間の関りというもの
を考えてみた。
•稲葉研究員
　初期（部派）仏教で使われる仏教用語や、仏教文献を伝える言語を研究した。
仏教文献の抱える基礎的な問題を意識しながら、仏教用語の研究として sakkāya
—の語義や非我・無所有の意味内容などを検討した。言語の研究ではパーリ語や
仏教混交サンスクリット語の文法の共時的な面を検討した。
３．海外調査
（1）田崎研究員
　2017年７月24日㈪～８月２日㈬：チェンマイ→ボケオ行政区
　カレンの人々の死生観、疾病、夢など、キリスト教への改宗以後はどのような
新たな言葉で捉えられ、それと共に人々の認識が変容したかについて、フィール
ド調査を行った。
（2）松澤・藤原・稲葉研究員
　2018年３月１日㈭～３月16日㈮：ギリシャのアトス修道院・ベルギーのオル
ヴァル修道院
　アトスではギリシャ正教の勤行・瞑想といった修道院生活を体験し、またベル
ギーでは、オルヴァル修道院でカトリック（トラピスト会［厳律シトー会］）の
勤行・瞑想を体験した。
４．公開研究会の開催
　第３回「宗教と人間」研究会
テーマ「伝統仏教と臨床仏教」
日時：2017年８月29日㈫16：00～18：00
会場：親鸞仏教センター5F セミナー室
講師：吉水岳彦氏（臨床仏教研究所研究員、大正大学非常勤講師）
　第４回「宗教と人間」研究会
テーマ「テーラワーダ仏教文献における善巧方便の諸相」
日時：2017年12月５日㈫16：00～18：00
会場：親鸞仏教センター5F セミナー室
講師：河﨑豊氏（東京大学大学院人文社会系研究科助教）
